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広く分布する II 型タンパク質分泌装置 (T2SS) のサブユニットホモログをコードす
る遺伝子群の近傍に存在した。これらの T2SS サブユニットホモログのうち、外膜チ
ャネルを形成する GspD2 をコードする遺伝子を破壊したところ、膜小胞画分から 




２．S. vesiculosa HM13 を宿主とした異種タンパク質菌体内生産系の開発 
	 S. vesiculosa HM13 を宿主とした異種タンパク質菌体内生産系の構築を目的とし
て、P49 遺伝子のプロモーター領域を導入した高発現用プラスミドの作製を試みた。
P49 遺伝子の 5´ 非翻訳領域にはプロモーターと推定される領域が複数存在したこと
	2	
から、それぞれの予測プロモーター領域を含む遺伝子断片を高宿主域プラスミド 
pJRD215 に導入し、緑色蛍光タンパク質 (eGFP) をレポーターとした評価系によっ
て、異種タンパク質発現に利用可能なプロモーター領域を探索した。その結果、P49 
遺伝子の 5´ 非翻訳領域 1 kbp の断片を用いた場合に eGFP の収量が最大となった。
レポーター遺伝子として β-ラクタマーゼ遺伝子を導入し、各生育段階における β-ラ
クタマーゼ活性を測定した結果、対数増殖期において最大の比活性が認められた。以





	 P49 の C 末端に eGFP を融合した融合タンパク質を S. vesiculosa HM13 を宿主と
して発現させ、その局在性を解析した。その結果、融合タンパク質が膜小胞に検出さ
れたことから、異種タンパク質を膜小胞の積荷として分泌生産するためのキャリアと
して P49 を利用できることが示された。P49 の二次構造予測から、本タンパク質の 
C 末側領域には疎水性アミノ酸残基に富んだ 2 つの膜貫通ヘリックス（H1、H2）の
存在が予測された。これらの構造と P49 選択的な膜小胞への輸送の関連を解析する
ために、P49 の C 末側領域を段階的に欠損させた C 末側領域欠損型 P49 と eGFP 
の融合タンパク質について、膜小胞への局在性を解析した。その結果、H2 領域を含
む C 末側領域を欠いた P49 融合型 eGFP は膜小胞画分から検出されず、細胞中の





























ムの開発を行ったものであり、評価すべき点として以下の 4 点が挙げられる。 




２．	 S. vesiculosa HM13 における P49 の膜小胞への移行機構を解析し、T2SS 様
タンパク質分泌装置の関与を示唆する結果を得た。膜小胞へのタンパク質輸
送の新しいメカニズムの一端を解明した成果として評価される。 
３．	 P49 遺伝子のプロモーターを利用して、S. vesiculosa HM13 を宿主とした外
来タンパク質の生産系を構築した。熱安定性の低いタンパク質などに適した
生産系として注目される。 
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